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本数値は，履修人数ではなく，Google Classroom の学生の登録数を示す．本科目は Google Classroom
を通じて課題を出したり，成果物を提出したりする．履修しても実質授業に参加していない学生にはア








情報リテラシー調査③：プログラミング・AI と情報倫理編(所要時間：約 10 分） 
 
 具体的な実施方法は，授業の中で Google Classroom の課題としてアンケートへの回答を指示したが，
1Q と 2Q で実施方法がやや異なり，次のように行った． 
1Q：5 週目に，Google Classroom の課題という形式で，アンケートの実施を依頼した．アンケートへ
の回答は，宿題として授業時間外に実施するように指示した． 




1Q: 9 学科 608 名，男性 50% 女性 50% （回収率 62.2%） 






































 学生の約 85%は自分自身のノート PC を所有しており，99%が自分のスマートフォンを所有している．
一方でタブレットは，他の ICT 機器に比較し，家族で共有している割合が高い(図 2) 






1 一部 2Q のみしか実施していない項目もある 
 
図 1. アンケートの質問例 





    


























































































自分のものを利用している 家族のものを一緒に利用している 自分もしくは家族以外のものを利用している 持っていない
 
   


















































図 4. ノート PC の利用目的 















 インターネットの１日当たりの利用時間は 2～4時間が最も多く，その主たる利用目的は SNSの利用, 
ネットサーフィン, 動画共有サイトの閲覧である(図 5,図 6)． 
 ソーシャルネットワークサービスは LINE の利用率が 96%以上, Instagram, Youtube, Twitter が 7
～8 割で主要なサービスとなっている．一方で友人とのコミュニケーション手段では LINE が 98％の
利用率で最も主要なコミュニケーション手段となっている(図 7)． 
 
図 5. インターネットの利用時間 
 
図 6. インターネットの利用目的 
  
図 7. ソーシャルメディアの利用状況 











 情報の入手方法に関して「いち早く」入手する際は，半数が SNS を利用し，TV やニュースサイトは
25%前後ずつであった．一方「信頼できる情報」を入手する場合は TV が半数で，ニュースサイトや






図 8. 高校で学んだ「情報」の授業に対する認識 
 





図 9. 表計算ソフトに関するリテラシー 
 
 
図 10. 情報の入手方法とメディアの選択 













図 11. プログラミングの学習経験とリテラシー 
 
図 12. 論理的思考に関する傾向 












図 13. AI に対するイメージ 
 
 

























図 15. アカウントを防御することに関する意識と態度 





図 16. フィッシング詐欺に関する理解と防御 
 
 
図 17. フェイクニュースに関する理解と防御 
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